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外部資金獲得状況：
科学研究費補助金基盤研究（C）「解析および数
値的手法による超弦の行列模型の研究」（代表
2018年－2020年）、科学研究費補助金基盤研究（C）

「解析および数値的手法を用いた行列模型による
超弦理論の非摂動論的定式化の研究」（代表2015
年-2017年）、など代表者６件、分担者４件。⽇本
学術振興会二国間交流事業、HPCIシステム利用
研究課題など。

委員等：
文部科学省科学技術政策研究所サイエンスマップ
2006作成協力（2007年）、⽇本学術振興会特別研
究員等審査会専門委員及び国際事業委員会書⾯審
査委員・書⾯評価委員（2014年-2015年）、⽇本学
術振興会科学研究費委員会専門委員（2016年－
2017年）。

著書・論文：
１)「弦理論と行列模型」サイエンス社（2014
年）. 
２)「Expanding (3+1)-Dimensional Universe 
from a Lorentz ian Matr ix Model for 
Superstring Theory in (9+1) Dimensions」

（共著）Physical Review Letters 108, 011601 
１-５ (2012).
３) 「N=４ super Yang-Mills theory from the 
plane wave matrix model」（共著）Physical 
Review D78, 106001 １-21（2008）．
4)「A  l a r ge -N  r e duced  mode l  a s 
superstring」（共著）Nuclear Physics B498, 
467-491 (1997).

　私たちの時空概念（認識）は天動説から地動説への転回をはじめとして、大きく変貌を遂げてきました。それ
は重力の研究の歴史と重なります。20世紀初め、ニュートンの万有引力の法則を包含するアインシュタインの一
般相対性理論の完成によって、時空は単なる「容れもの」から力学の対象となり、ビッグバン宇宙論が発展しま
した。現在、超弦理論が目指す重力の量子論においては、新たな時空像が得られることが予想されます。例えば、
私が提案した行列模型では「創発する時空」や「非可換時空」がでてきます。私たちの時空概念は重力の量子化
とあいまって、どのように改められるのか楽しみです。私の研究には紙と鉛筆の他にスパコンが必要です。現在
はスーパーコンピュータ「京」の後を受けたポスト「京」重点課題（９）「宇宙の基本法則と進化の解明」に参
加しています。数値シミュレーションという共通項を通して他分野の研究者と交流していければと思います。

　「宇宙はどのようにはじまったか」、「宇宙はなにから成るのか」、「私たち
はなぜ３次元に住んでいるのか（上下、左右、前後に動けるのか）」といっ
た誰もが抱く素朴な疑問に理論物理学の立場から答えるべく研究を行ってい
ます。現代のビッグバン宇宙論が明らかにしたことは、過去に宇宙は小さく
て熱かったが、そこから膨張して冷えたということです。宇宙が小さくて熱
かったころ、物質は素粒子に分解され、そこでは素粒子の法則が宇宙の進化
に直接影響し、宇宙論と素粒子論は出会います。私の研究している超弦理論
ではクォーク、電子、ニュートリノ、ゲージ粒子、重力子などの様々な素粒
子を１種類の弦（ひも）の異なる振動状態とみなします。ひもは非常に小さ
いために現在の実験では粒子に見えます。こうして超弦理論は重力を含むす
べての力と物質を統一することができ、宇宙のはじまりと成りたちを解明で
きると期待されます。現在は弦同士の相互作用が大きいときにも通用する定
式化が求められており、私はその候補として行列模型を提案し、その中で９
次元からの膨張する３次元宇宙の出現を示唆する興味深い結果を得ました。

1966年生まれ、1990年東京大学理学部卒、1995年東京大学大学院理学系研究科博士課程修
了、1997年大阪大学大学院理学研究科助手、2008年静岡大学理学部准教授、2016年静岡大
学理学部教授
2016年より第３期研究フェロー、2019年より第４期研究フェロー

教授　土屋　麻人（物理学、素粒子論）
“超弦理論で解き明かす宇宙のはじまりと成りたち”

提供：NASA/WMAP Science Team
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